
第
七
囘
文
語
の
苑
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
「
文
語
の
世
界
に
現

れ
た
る
妖
怪
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
平
成
二
十
九
年
十
一
月
十

二
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り
東
洋
大
學
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
開
催
せ
ら
れ
た
る
處
、
約
七
十
名
の
參
加
者
を
得
て
成
功

裡
に
之
を
了
せ
り
。
そ
の
概
要
下
記
の
通
り
。

東
洋
大
學
理
事
長
福
川
伸
次
氏
の
開
會
挨
拶
に
續
く
、
同
大

學
竹
村
牧
男
學
長
の
「
井
上
圓
了
と
妖
怪
の
世
界
」
と
題
す

る
講
演
を
以
て
幕
を
開
き
ぬ
。
東
洋
大
學
の
創
始
者
た
る
井

上
圓
了
は
明
治
の
開
國
に
際
し
て
哲
學
を
我
國
に
導
入
せ
る

先
驅
者
な
れ
ど
、
同
時
に
迷
信
の
打
破
、
啓
蒙
の
た
め
所
謂

妖
怪
に
關
す
る
膨
大
な
る
研
究
を
成
し
遂
げ
た
る
事
績
は
夙

に
知
ら
れ
た
り
。
講
演
は
そ
の
詳
細
な
る
紹
介
に
し
て
極
め

て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
る
内
容
な
り
き
。
次
の
講
演
は
、
元
明

治
大
學
教
授
、
芥
川
賞
受
賞
作
家
な
る
三
浦
清
宏
氏
の
「
生

靈
に
つ
い
て
」
な
り
。
同
氏
は
心
靈
學
界
の
第
一
人
者
と
し

て
知
ら
る
。
講
演
の
内
容
は
、
源
氏
物
語
の
六
條
の
御
息
所

の
故
事
を
引
き
つ
つ
講
師
自
身
の
不
可
思
議
な
る
體
驗
を
語

る
も
の
に
し
て
、
小
説
を
聽
く
感
あ
り
と
は
一
聽
衆
の
感
想

な
り
。
最
後
は
文
語
の
苑
主
任
研
究
員
の
高
田
友
氏
の
「
時

代
を
驅
け
抜
け
た
る
妖
怪
た
ち
」
と
題
す
る
も
の
に
し
て
、

冒
頭
朗
讀
家
の
熊
澤
南
水
師
（
文
化
廳
藝
術
祭
賞
大
衆
藝
能

部
門
優
秀
賞
の
受
賞
者
）
に
よ
る
雨
月
物
語
の
一
節
の
朗
讀

あ
り
。
本
論
に
入
り
て
妖
怪
に
關
す
る
中
國
の
影
響
の
一
例

と
し
て
玉
藻
の
前
（
九
尾
の
狐
）
の
紹
介
あ
り
。
次
い
で
妖

怪
と
な
す
に
は
些
か
難
あ
れ
ど
、
三
種
の
神
器
に
纏
は
る
數

多
の
故
事
を
紹
介
し
て
講
演
を
締
め
く
く
れ
り
。

文
語
を
學
ぶ
に
は
言
葉
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
、
宗
教
そ
の
他

往
時
の
人
々
の
心
的
状
態
を
も
深
く
理
解
す
る
要
あ
り
。
妖

怪
は
そ
の
意
味
に
於
て
重
要
な
る
項
目
な
り
。
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